交流ロボコン2009の反省（仙台電波高専）

09年4月11日(土)

（1）運営について

　　○良かった点

　・参加費、バス代が振り込みということでお金を持ち歩かずにすんだこと。

　・（自分の見た限りで）大きなトラブルもなく、会の運営ができていたと思う。

　　運営の一人一人がしっかり動いていたからだと思う。

　・初めての参加でも、戸惑うことなく会に参加できたこと。

　　○悪かった点

　・各校紹介時に明らかに時間オーバーしているところがあった。

　・1日目の5年生へのサプライズはもっと計画的に行うべきだったと思う。

（2）競技について

　　○良かった点

　・競技の進行がスムーズに行えていたこと。

　・審判が各自しっかりと動いていたと思った。

　　○悪かった点

　・ルールが決定するまでに時間がかかってしまったこと。

　・当日の審判の負担が大きかったように思えた。

　・観戦席に階段を使用したことで、マシンの運搬などの邪魔になっていたと思う。

　　もう少し観戦席を広く取っておいた方が良かったと思う。

　・自分のピットではない場所で作業をするチームがあったこと。

（3）各校反省

　　○良かった点

　・関東圏の高専との交流の場に参加でき、各自の交流と見聞を深めることができたこと。

　・一通りすべてのオブジェを（点になったかは別として）回収することができたこと。

　　○悪かった点

　・学校として運営に協力できなかったこと。

　・ペアのチームとの連絡がスムーズにできなかったこと。

　　もっと相手チームの環境のことも考慮に入れて連絡を取り合うべきであった。

　・マシンの製作に遅れが出てしまい、デバッグと練習の時間がとれなかったこと。

　・試合中に受けた指示を実現できなかったこと。

　・マシン接地のルールを何度も破ってしまったこと。

　・ピットを広く使いすぎたこと。

